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　具体的な事業内容

　会社概要 　取組みの経緯 　取組みの内容 　結果

災害対応と森林計測の革新による
完全レーザ化と非対面データ共有

富士設計株式会社12 富士設計株式会社は国土交通省や静岡県などの行政機関と災害協定を締結しており、災害発生時は迅速な測量
要望があるが、従前設備では対応が難しかった。本事業で UAV（ドローン）によるレーザ測量・解析・データ作
成が可能な環境を整えたことで、一度の測定で国土交通省基準を十分に満たす高精度な地表データを短納期・
非対面で提供するサービスを実現させた。

　富士設計株式会社は昭和37年に富士宮市で設立さ
れ、現在は建設コンサルタントを中心に調査・測量
や設計（3次元）、民間開発、情報システム開発等を
中心に手掛けている。業務拡大により富士市や山梨
県富士吉田市へ支店を設置し、道路・河川・公園等、
施設維持管理など社会資本整備や公共用地の測量、工
事に伴う補償調査の業務など、両県にまたがり展開
している。
　富士山麓に位置する同社周辺地域は、富士山噴火
や豪雨・増水による土石流、南海トラフ地震などで、
災害発生時は甚大な被害が予想されており、防災と常
に向き合っている。同社は国土交通省、静岡県、市
町村などの行政機関と災害協定を締結しており、富
士山周辺及び岳南地区の災害発生時には迅速な現地
調査や復旧計画を行う使命を有している。そのため、
同社は災害発生等の緊急時には正確な3次元測量デー
タを短時間で行政に提供しなくてはならない。

　富士宮市は富士山麓の約4分の1を占めており、また
森林面積は市域面積の66％を占める。自然災害等に
備え、富士山のような森林地帯でも正確な測量データ
を迅速に提供するニーズに応えるために、同社の持つ
UAV（ドローン）操縦技術と地上型レーザ計測のノウ
ハウを進化させた。これまでの地上型レーザ計測は、計
測精度は非常に高いが広範囲の計測に弱いという弱点
があった。そこで、上空からのレーザ計測システムを導
入して組み合わせることで、富士山周辺の3次元高精細
解析データを国土交通省や地方自治体に非対面でも提
供可能なサービスを開発した。
　3次元データは従来の測量と違い、短時間で多くの情
報を取得できる。これは、建設業の生産性改善を目的と
して国土交通省が推進する「i-Construction」（ICT活用
工事）でも利用可能なデータで、本事業で導入するドロー
ンを用いたレーザ計測を含め、測量から施工、管理まで
三次元データを利用することが推進されており、ICT活
用工事は今後土木工事の主流となる事が期待される。

富士山に起因する災害への対応
森林計測への挑戦と
SDGsの両立

取材に応じてくれたプロジェクトチームの皆様 導入されたUAV（ドローン） 災害現場での活躍が期待される

　導入したUAVを活用し、森林を残した状態での計測
を実施した。写真測量とレーザ測量の最大の違いは、
立木などで見えない地表の詳細なデータが直接取得で
きるという点である。この設備の導入により、これまで
対応困難だった広範囲な森林地域や災害発生箇所にお
いても、UAVによるレーザ計測により森林伐採をして
いない状態でも正確な計測を行うことができるようにな
り、環境や従業員の安全を確保しつつ高精細なデータ
を取得することが可能となった。また、試験測量の結果、
1回の測量で国土交通省基準を十分に超えるデータの取
得が実現できたため、作業全体の延べ日数が28日から
9日まで短縮され、地上型レーザによる追加測量も原則
不要となった。
　幸いにも、富士宮市周辺では大きな災害が近年発生
していないが、この計測方法で同社の強みである技術
力をさらに強化して、災害発生時は早急な対応で、地
域の安心・安全を守り、さらに世界文化遺産富士山を
いつまでも美しい姿で残すことに貢献できるよう更なる
成長を目指す。

短納期・高精度計測の実現
更なる生産性向上への飛躍

従来の測量と
UAV操縦技術の融合
レーザ計測技術の更なる進化

ものづくり補助金事業　成果事例

■　社　　　名　： 富士設計株式会社

■　代 表 者 名   ： 代表取締役社長　小野寺 敦嗣　

■　所　在　地　： 〒418-0022　

　　　　　　　　　富士宮市小泉486-1

■　取　材　地  ： 同上

■　設 立 年 月   ： 昭和37年8月

■　業　　　種　： 設計・コンサルタント事業

調査・測量事業

■　資　本　金　： 10,000千円

■　T　E　L　： 0544-26-5191

■　U　R　L　： https://fujiarchitect.co.jp/

　湖西市（旧浜名郡新居町）で戦前から80年以上にわ
たり営業を続ける老舗和菓子屋「いさごや」。当店の大
ヒット商品である『ロゴどら』は平成15年に誕生した。
　『ロゴどら』は、和菓子の「どらやき」に企業名やロ
ゴ、イラストなどの焼き印を押した商品で、個人の贈
り物や記念品、ノベルティとして人気があり、多くの
地元住民や企業から愛されている。
　『ロゴどら』の販売から10年以上が経過し、知名度
が高くなるにつれ類似商品も散見されるようになり、
どらやき以外の商品を求める声も多くなった。焼き印
の技術や品質の高さには自信があったが、中神社長は
新商品の開発で、より差別化を図っていくことを決意
した。
　そこで、思いついたのが「カステラ」に焼き印を押
したロゴ入りカステラ、『ロゴテラ』である。カステラは、
高級感を演出することができ、企業ノベルティや贈り
物としての付加価値をより高めることができると考え
た。さらに、焼き方や原材料の工夫次第で店独自の商
品を生み出すことができることも新商品開発の決め手
となった。

贈答品やノベルティ
として大人気！

「ロゴどら」から「ロゴテラ」へ

令和元年度補正・令和２年度補正補助金事業 第3公募
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